




























筋　名 起　始 停　止 機　能 神　経
（内舌筋）
舌の位置を決める筋




下縦舌筋 舌底，舌骨 舌尖 舌を短縮する
舌尖を下制する
舌下神経
横舌筋 舌中隔 舌縁 舌の幅を狭める 舌下神経









舌骨舌筋 舌骨 舌の両側面 舌の下制 舌下神経
茎突舌筋 茎状突起 舌の両側面 舌の後退
奥舌の挙上を補助
舌下神経
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　T2 マッピングは、 T2 計算画像を作成して
組織の水分含有量の違いを T2 値の差とし
て定量化する方法である。本研究では、T2
計算画像上に関心領域（region of interest ; 




gradient field echo（GE） の echo signal を
付加したシーケンス Gradient and spin echo
（GRASE）、Single shot を使用した。撮像の
パ ラ メ ー タ ー は、TR 1500ms、TE 80ms、
FOV 150mm、Matrix size 208 × 173、
Voxel size 0.45 × 0.45mm、Slice thickness 
4mm、Slice gap 1mm、Flip angle 90°で行っ
た（表 2）。
表 2　T2 強調画像の撮像パラメーターの概要




Field of view：FOV（mm） 150
Matrix size 208 × 173
Voxel size（mm） 0.45 × 0.45
Slice thickness（mm） 4
Interslice gap（mm） 1
Number of slice 20





　tractography の 描 出 は、 舌 の 筋 線 維 が
走行していると考えられる部位に Single 
ROI を置き、舌の左側・右側の Fractional 
anisotropy （FA）注２をそれぞれ算出した。
解析ソフトウェアは、MRI 本体のコンソー
ルに搭載されている Fiber Track を使用し、
3D projection トラクトシリーズ 11）で保存
した。DTI 画像の取得は、 Single shot echo 
planar imaging（EPI）を使用した。撮像の
パ ラ メ ー タ ー は、TR 4000ms、TE 60ms、
FOV 190mm、Matrix size 64 × 61、Voxel 
size 1.7 × 1.7mm、Slice thickness 3mm、
Slice gap 0mm、b-factor 500s/mm2、Flip 
angle 90°で行った（表 3）。 
４．舌の筋線維の計測結果
１）T2 マッピングによる計測
　被験者の舌の T2 Map を図 2 に示した。
T2 値は、舌の右側は平均 82.25ms（Area：








Field of view：FOV（mm） 190
Matrix size 64 × 61
Voxel size（mm） 1.7 × 1.7
Slice thickness（mm） 3
Interslice gap（mm） 0
Number of slice 30
b-factor（s/mm2） 500
No. of MPG directions 32
Flip angle 90
NSA 1
注 2　Fractional anisotropy（FA）は、拡散の異方性（注 1 参照）の強さの指標である。一定方向へ拡散する場合は 1、他方





　被験者の舌の tractography は 3 次元で画
像上に表示し、その俯瞰像を図 3 に示した。
FA は、舌の右側の線維は平均 0.34 ± 0.16
［apparent diffusion coefficient；ADC（10−3 
mm2/s）は 1.48 ± 0.43］、舌の左側の線維は




T2 値、筋組織の変質を示す FA の取得が可
能であった。被験者の T2 値は舌の左右で平
均 6.91ms の差を認めたが、FA はほぼ同値
であった。T2 値の左右差（個体内差の基準）、
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